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〈目的〉
日本舞踊中に手話を使用する方法はすでに相当

の成果を得ている。そこで本発表では, 日本舞踊

中に手話を入れる発想から一歩踏み出し, 手話の

中に日本舞踊が持つ芸能としての手法を導入して
より豊かな新 しい手話表現の一例を試作する。

〈方法〉

(1)試 作対象となる言葉と

して任意 に 「雨」 を選択

し, その手話表現を把握

する, (他に 「秋」「桜」

等)

(2)「 雨」 は, 日本舞踊曲の 「雨の五郎」(雨 の

降る夜 も雪の日も… ・五郎が春雨の中化粧坂に

通 ってくる場面), 「助六」(濡 れに廓の夜の雨
… ・助六の出の場面), 「雁金」(濡 れて嬉 しき

朝の雨… ・濡れて夢を結んだことと朝の雨を掛

けた場面), 「年増」(雨 に嬉 しき朝直 し… ・旦

那との一夜が明けた場面), 「夕立」(ま たひ と

しきり降る雨に… ・再び雨になり恐がる場面)

等の詞章中に入ってお り, 該当部分の振付 を見

てみると, 「五郎」は, 濡れたかどうか確かめ

る ・ 「助六」は雨を受ける ・ 「雁金」は袖で顔

を隠す ・ 「年増」 と 「夕立」は袖で雨を払うと

いう型になっている。

(3)同じ 「雨」を表現するにあたり, 手話では当然

のことながら両手を広げて顔前左右にお き指先

を下に向けて二度おろす という生活に即 した明

解な動作であるが, 日本舞踊では 「雨」を即物

的に表現するのではなく, 雨を受ける ・よける

という動作が多 く 「雁金」 ・ 「年増」のように

情事 を象徴 する場合 もあ り, 「雨の五郎」 ・

「助六」等 は小道具として笠を使用 して雨のイ

メージを与えている。

(4)(1)～(3)を 踏まえて, 手話本来の実用性を失わ

ずに, 日本舞踊の優雅な動きを導入 した新 しい

「雨」の表現に向けて試作 していく

(試作)

A 〈雨に濡れた 〉状態をあ らわす

左手 「雨」の手話, 右手左右に

払う

B 〈雨がやんだ〉状態をあらわす

左手 「雨」の手話, 右手手のひ

ら上にして受ける型, 右上の空

を見上げる

C 〈嬉 しい雨〉

立つ, 両手 「雨」の手話, 右足

上げる

D

〈困った雨〉

立つ, 両手 「雨」の手話, 右足

すべ らせる

〈情事を連想 させる雨〉

右立て仮座 り, 左手 「雨」の手

話, 右手胸に当てる

〈結果〉

試作は, 全て手話による 「雨」の表現 を使用 し
つつ, もう一方の手で払 う ・受けるの動作や,

立 って足 を上 げた りすべ りをすることで, 単に

「雨」だけを表現するのではな く<雨 に濡れる〉

〈嬉 しい雨〉〈情事を連想 させ る雨〉等 を表現でき

る。本来手話で 〈雨に濡れた〉〈嬉 しい雨 〉を表

現する場合は, 「雨」の他の手話を続 けてしなけ

ればならない。 しかし, 聴覚障害者の重要な意思

伝達手段である手話の動作 に, 日本舞踊の基本的

な振付を導入することで 「雨」に付随 した諸々の

状況 までも一つの手話で表現可能となり, 芸能の

優雅 さまで加えられるのである。一方, 日本舞踊

の側に立つと, 芸能としての美を追求するだけで

は無 く, 聴覚障害者の 「声」 を応援する人間愛的

役割 を担 うことになる。舞(ま い)に よる声, 言

わば 〈舞VOICE>の 誕生である, したがって,

芸能(日 本舞踊)と 伝達(手 話)の 融合による新

しい手話の出発点 となり得ると思う。また, 日本

舞踊で 「雨」を象徴する小道具として傘 を用いる

点から, 聴覚障害者が手話表現の補助手段として

傘 ・扇子 ・手ぬぐい等を利用することも有効であ

る。 さらに, 扇子や手ぬ ぐいで手紙 ・きせる ・

とっくり ・鏡 ・暖簾等を表現する日本舞踊の 〈見

立て〉の手法を手話に導入 してみてはどうだろう

か。

〈考察〉

芸能と伝達の融合による 〈舞VOICE>は, 聴

覚障害者の 「声」 をより豊かにす る。 とくに, 

立って足を上げる ・すべる等の動作 を加 えること

で, 手だけの手話か ら身体全体で 「声」 を出す

「体話(た いわ)」 を実現する一歩になれればと思

う。

-56-


